
津市コミュニティバス
令和８年４月１日からリクエスト型の運行を開始

令和８年４月２日



令和８年４月１日から、各地域の特性を踏まえ、「定時定路線型」、「リクエスト型」、
「定時定路線型＋リクエスト型」の３つの運行形態での運行を開始しました。

地域名 再編後の運行形態

久 居 定時定路線型（２ルートで計４日）＋リクエスト型（２地区で計３日：月・火・金曜日）

河 芸 定時定路線型（２ルートで計６日）

芸 濃 定時定路線型（２ルートで計２日）＋リクエスト型（全域で週２日：月・金曜日）

美 里 リクエスト型（全域で週４日：月・火・水・金曜日）

安 濃 リクエスト型（全域で週４日：月・火・木・金曜日）

一 志 定時定路線型（２ルートで計４日）＋リクエスト型（全域で週１日：金曜日）

白 山 定時定路線型（３ルートで週７日）＋リクエスト型（全域で週３日：月・水・金曜日）

美 杉 定時定路線型（２ルートで週３日）＋リクエスト型（全域で週３日：火・水・金曜日）

各地域の運行形態



ステップ１ 利用登録

登録に必要な情報
氏名、生年月日、
性別、住所、電話番号等

登録方法
①ＷＥＢ登録
②利用登録申込書
③コールセンター

予約方法
①ＷＥＢ予約
②コールセンター

予約に必要な情報
①お名前と会員番号
②ご利用希望日
③乗り場と行き先
④着きたい時刻

⚫ 予約受付は乗車希望日の1週間前から乗車1時間前
まで可能です。

※ コールセンターでの、当日予約は、１０時以降の配車から
予約可能です。

リクエスト型の利用について①

初回のご利用時には、利用登録
を行ってください。

WEBまたは電話で乗車予約をしてください。
予約希望をお伝えいただきましたら、予約の
即時確定あるいは他の候補を案内させていた
だくことにより、1回のやりとりで予約を確定さ
せていただきます。

ステップ２ 乗車予約



降車時に運賃をお支払いください。
割引を受けられる場合は証票の提示をしてください。

受付システム内で通知設定を許可する
ことで、乗車３０分前にご自身のスマー
トフォンに通知を受け取ることができます。

リクエスト型の利用について②

リクエストに応じた運行を実施します。
また、他の方と乗り合っていただく場合
があります。

通知イメージ

指定日時（予約時間）の５分前には乗車
場所へお越しください。

車が来たら乗車し、ドライバーに名前を伝えて
ください。

ステップ３ 待ち合わせ ステップ４ 乗車

予約した〇〇です。

〇〇様ですね。
どうぞご乗車ください。



◼ 広報津４月号とあわせて、お住まいの地域のご利用案内（パンフレット）を配布します。

◼ ご利用案内（パンフレット）につきましては、各総合支所、出張所、交通政策課窓口及び
津市公式ウェブサイトでご覧いただくことができます。

標識柱 プレート型
※既存バス停留所への貼付

路面標示シート型
※路面への貼付

A 000

津市役所前

A 000

津市役所前

A 000

津市役所前

A 000

津市役所前

リクエスト型 ミーティングポイントの種類

リクエスト型のミーティングポイントの種類（表示例）



令和７年度

久居 河芸 芸濃 美里 安濃 一志 白山 美杉 総数

定時定路線運行
停留所数 72 58 43 66 46 40 86 96 507

停留所数の再編前後比較

令和８年度

地 域 久居 河芸 芸濃 美里 安濃 一志 白山 美杉 総数

ミーティング
ポイント数 194 0 73 71 85 92 157 225 897

タイプ別
ミーティン
グポイント
内訳

プレート型 58 0 43 42 31 29 35 76 314

標識柱 51 0 8 8 11 7 18 69 172

路面標示シート型 85 0 22 21 43 56 104 80 411

定時定路線運行
停留所数 44 58 43 0 0 40 85 64 334

総停留所数 238 58 116 71 85 132 242 289 1,231

重複分を除いた停留所数 210 58 73 71 85 103 207 239 1,046



問い合わせ

４月以降もご希望がありましたら、
説明を行いますので、
まずはお住まいの地域の
総合支所にご相談ください。

都市計画部交通政策課
〒514-8611 津市西丸之内23番1号
ＴＥＬ ：059-229-3289
ＦＡＸ ：059-229-3336
E‐Mail：229-3289@city.tsu.lg.jp

津市コミュニティバスコールセンター
津市リクエスト型交通（利用者登録・予約受付）

電話（月曜日～金曜日の９時～１８時）

０５９-２５３-００３２

予約受付システム（２４時間）

https://tsu.aisin-choisoko.com



４月１５日から取扱店を募集
５月１２日から商品券購入引換券を発送

令和８年４月２日

くらし応援 津市プレミアム付商品券２０２６



くらし応援 津市プレミアム付商品券２０２６の概要

エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けている市民・事業者を
支援するとともに、地域経済の活性化を図るため、すべての市民を対象に
プレミアム率１００％の紙商品券を販売

くらし応援 津市プレミアム付商品券２０２６ 取扱店（津市内のみ）
（小売店、飲食店、サービス業、旅館・ホテル、大型商業施設、百貨店など）

⚫ 取扱店一覧は、販売期間開始までに、市本庁舎や各総合支所、販売所にご用意する
ほか、特設サイトにも掲載します （URL: https://www.tsu-shouhinken-2026.jp）

商品代や飲食代、各種サービス

⚫ 公共料金、金券、たばこ、診療費、公序良俗に反するもの等は対象外

１人あたり５,０００円 （額面１０,０００円分）
（１,０００円券×１０枚綴り）

２６億７,０００万円（プレミアム分１３億３,５００万円を含む）発行総額

販 売 額

目 的

取 扱 店

対象商品



募集内容

令和８年４月１５日 から令和８年７月１０日 まで

令和８年４月１５日 から令和８年５月７日 まで

令和８年５月８日 から令和８年７月１０日 まで

登 録 期 間

津市内で、小売店、飲食店、サービス業、旅館・ホテル、大型商業施設、
百貨店などを営む店舗
※ 公共料金、金券、たばこ、診療費、公序良俗に反するもの等は対象外

対象事業者

手 数 料

水

金水

無料 （登録手数料・換金手数料（月２回）など不要）

申 込 方 法
取扱店説明会申込サイト

取扱店募集

金金

第１次募集

第２次募集

木

※第１次募集でお申し込みの場合は取扱店一覧（冊子）へ掲載します

特設サイト

申し込みページから電子申請

ＦＡＸ

登録申込書を送信
（FAX：０５０-３５３７-２５９２ くらし応援 津市プレミアム付商品券２０２６事務局宛）

※津市内に複数の店舗を有する事業者は店舗ごとに申し込みが必要です



募集スケジュール

取 扱 店 登 録申 込
４月１５日 から７月１０日 まで

参加要件確認

取扱店一覧へ掲載
◼ 第１次募集登録分は取扱店一覧（冊子）へ掲載
◼ 特設サイト上の取扱店一覧は随時更新

取扱店キットの発送・到着
◼ 参加要件確認次第、随時発送

くらし応援 津市プレミアム付商品券２０２６
取扱(使用)開始

取扱店
キット

⚫ 取扱店マニュアル

⚫ ステッカー

⚫ のぼり な ど

申込方法

参加要件

⚫ 津市内に所在し事業を
営む店舗（規模不問）

⚫ 対象商品を取り扱って
いること

⚫ 特設サイトから電子申請

⚫ ＦＡＸによる申請

６月１日(月)

水 金

取扱店募集



開催日 会 場 所在地 時 間

４月２０日
（月）

津センターパレス
２階 津市中央公民館ホール

大門７-１５

①１５時００分～１６時００分

②１８時００分～１９時００分

４月２１日
（火）

津市芸濃総合支所
２階 中会議室３・中会議室４

芸濃町椋本６１４１-１

４月２２日
（水）

津市久居総合福祉会館
北館２階 第一研修室・第二
研修室

久居東鷹跡町２０-２

４月２３日
（木）

アスト津
４階 アストホール

羽所町７００

４月２４日
（金）

津市白山総合文化センター
１階 多目的室

白山町二本木１１３９-２

事業者向け説明会の開催日程取扱店募集

市内 ５ 会場にて １０ 回の事業者向け説明会を開催します

特設サイト



説明会に参加できない場合取扱店募集

オンラインライブ配信ＵＲＬ（https://meet.google.com/uyd-jcaj-mns）
から、ご視聴ください ※申し込み不要

指定いただいた会場へお伺いし、説明いたします

参加者の職種に応じて、説明会の内容を変更することも可能です
（例：商業施設内のテナント向け、チェーン店の店長・経理担当者向け など）

『くらし応援 津市プレミアム付商品券２０２６』 コールセンターまたは
メールでお申し込みください。

コールセンター電話番号 ０１２０－０５９－００８
相談窓口メール ●●＠〇〇.co.jp

※参加人数などの条件あり

出張個別
説明会

オンライン
ライブ配信

特設サイトからいつでも、何度でもご視聴いただけます
説明会動画の

視聴
特設サイト

『くらし応援 津市プレミアム付商品券２０２６』 コールセンターまたは
Ｅメールでお申し込みください。

コールセンター電話番号 ０１２０－０５９－００８

Eメールアドレス tsushi_shohinken2026@nta.co.jp

https://meet.google.com/uyd-jcaj-mns


商品券の購入について

令和８年６月１日 ～令和８年９月３０日

令和８年４月１５日時点で津市に住民登録をしている
すべての津市民の方

令和８年６月１日 ～令和８年８月３１日

１人あたり５,０００円 （額面１０,０００円分）購 入 額

購 入 期 間

購入対象者

使 用 期 間 水

月月

月

購入引換券と購入者名が確認できる本人確認書類を購入場所にご持参いただく
と、１０,０００円の商品券を５,０００円で購入することができます。

５月１２日
（５月中に各ご自宅に購入引換券が郵送で届きます）

購入引換券の
発送開始日

購入方法の詳細は、５月８日の定例記者会見で発表します

概 要

購 入
方 法 平 日：市内全５５カ所の郵便局

土日祝日：商業施設等
販 売 所



全体スケジュール

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月

サポート体制

取扱店募集

購入引換券送付

商品券購入

商品券使用

金水４月１５日 ～７月１０日

５月８日 以降 特設サイトにて取扱店 一覧へ随時掲載

４月２０日 以降 事業者向け説明会を開催月

金

５月中に各ご自宅に購入引換券が届きます

６月１日 ～８月３１日月 月

６月１日 ～９月３０日 水月

５月１２日
発送開始

● ４月１５日 特設サイト公開、コールセンター開設月



４月１５日から
コールセンターと
特設サイトを開設！

問い合わせ

コールセンター

商品券全般に関するお問い合わせ

商品券発行事業に関するお問い合わせ

津市商工観光部商業振興労政課 （津市役所本庁舎７階）

Ｔ Ｅ Ｌ ： 059-229-3169

Ｆ Ａ Ｘ ： 059-229-3335

Eメール： 229-3114@city.tsu.lg.jp

特設サイトはこちら

開設期間 ： 令和８年４月１５日 ～ 令和８年１０月３１日

Ｔ Ｅ Ｌ ： ０１２０-０５９-００８ （通話料無料）
時 間 ： 午前９時～午後６時 （土・日・祝日含む）

土水



本日から申請受付開始

エネルギー価格高騰に対する事業者支援策

令和８年度津市中小企業エネルギー価格
高騰対策事業継続支援金

令和８年４月２日



これまでのエネルギー価格高騰対策支援金実施状況

「中小企業エネルギー価格高騰対策事業継続支援金」

令和４年７月～１２月のエネルギー経費を対象

「小規模企業者原油価格高騰対策事業継続支援金」

令和４年１月～６月のエネルギー経費を対象
交付実績：４,７７５万円 交付件数：６１０件

交付実績：１億２,３６２万５千円 交付件数：１,４３１件

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

「中小企業エネルギー価格高騰対策事業継続支援金」

令和５年４月～９月のエネルギー経費を対象
交付実績：１億２０５万円 交付件数：１,２５４件

第３弾

令
和
６
年
度

「中小企業エネルギー価格高騰対策事業継続支援金」

令和５年１０月～令和６年３月のエネルギー経費を対象
交付実績：１億６９７万５千円 交付件数：１,３０８件

第４弾

第２弾

第１弾

交付実績合計 ３億８,０４０万円 交付件数合計 ４,６０３件



津市中小企業エネルギー価格高騰対策事業継続支援金の経緯

第５弾!

令和８年度も
津市中小企業エネルギー価格高騰対策

事業継続支援金を実施

令和３年度から始まったエネルギー価格の高騰が
現在も継続しており市内事業者の事業継続を圧迫

津市の継続支援策

令和７年１１月２１日閣議決定

「強い経済」を実現する総合経済対策
令和７年１２月１６日補正予算成立

「物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金」

国の支援



津市

県内の支援実施状況

県内各市町における
中小企業に対するエネルギー価格高騰対策としての

同様の支援実施回数

(経営支援課調べ)

亀山市 鈴鹿市 明和町
(運送業)

県内で唯一
５回目を
実施

５回
４回

３回 ３回

２回実施 ： ２市１町
１回実施 ： ４市２町



津市中小企業エネルギー価格高騰対策事業継続支援金の概要①

目的

対象者

エネルギー価格の高騰は、令和３年以降落ち着くことはなく、
市内中小企業が影響を受ける状況が今年度も続くことが予想
されるため、５回目となる支援金事業を実施し、中小企業の
事業継続を支援することで、市内経済の好循環を後押し

津市内に事業所を有する中小企業・個人事業者

対象期間
令和７年１月から令和７年１２月までの
任意の１か月間の経費

⓵電気 ②ガス ③ガソリン ④軽油 ⑤灯油 ⑥重油
対象経費

市内における事業活動で使用した下記のエネルギー経費



津市中小企業エネルギー価格高騰対策事業継続支援金の概要②

交付額

対象期間のうち任意の１か月のエネルギー経費の合計額に
応じ以下の金額を交付

予算額：１億４,５００万円 想定件数：１,７００件

エネルギー経費の合計額 交付額

５万円以上１０万円未満 ２万５千円

１０万円以上２０万円未満 ５万円

２０万円以上３０万円未満 １０万円

３０万円以上 １５万円



申請受付期間・申請方法等

申請書類

受付期間 令和８年４月２日（木）～７月３１日（金） ※当日消印有効

① 申請書（第１号様式） ② 誓約・同意書（第２号様式）
※様式は津市公式ウェブサイトからダウンロードできます

〒514-0131 三重県津市あのつ台四丁目６番地１ あのつピア１階
津市ビジネスサポートセンター
「令和８年度津市中小企業エネルギー価格高騰対策事業継続支援金」事務局

申請（郵送)先

提出方法 原則郵送

添付書類
① エネルギー経費を確認できる帳簿の写し(申請月分のみ、領収書不要)

② 直近の確定申告書等の写し ③ 市税の完納証明書

④ 申請者名義の通帳の写し

１

２

４

１ ２

３



問い合わせ

〒514-0131 三重県津市あのつ台四丁目６番地１
あのつピア１階

商工観光部経営支援課 支援金事務局

支援金お問合せ専用電話番号： ０５９－２３２－１８７３



令和８年４月２日

～ 本日から申請受付開始 ～

津市農林水産業者物価高騰対策支援金



これまでの農業者の方への物価高騰対策事業の実施状況

事業名 支援内容
交付実績

令和４年度 令和５年度

肥料価格高騰
農業者支援金

肥料価格高騰の影響を受ける農業者
に対する支援

１１６件
２４１万円

５６件
８９万円

肥料価格高騰
対策支援金

肥料価格高騰の影響を受ける農業者
に対する支援 ※肥料販売店等に交付

（国の肥料価格高騰対策事業への上乗せ支援）

２２件（２６０名）
１９６万円

２９件（１,５０５名）
６９３万円

畜産事業者
事業継続支援金

飼料価格高騰の影響を受ける畜産事
業者に対する支援

１６件
４４６万円

－

集落営農組織
物価高騰対策

支援金

原油価格高騰に伴うエネルギー（電
気・ガソリン・ガス・灯油・軽油）経費上
昇の影響を受ける農事組合法人及び
集落営農組織に対する支援

－
１８件

１２５万円

合 計
１５４件

８８７万円
１０３件

９０７万円



津市農林水産業者物価高騰対策支援金の経緯

物価高騰の影響を大きく受けている
市内の農業者 （個人事業主、法人、任意の集落営農組織）、
林業・製材業を営む事業者及び漁業者を対象に

長引く物価高騰の影響を受け、資材価格が上昇
令和７年における農業生産資材・林業資材・漁業資材価格は

令和３年と比べ、約２０％の増

令和８年度 津市の支援策

国の支援

令和７年１１月２１日閣議決定

「強い経済」を実現する総合経済対策
令和７年１２月１６日補正予算成立

「物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金」

津市農林水産業者物価高騰対策支援金を創設



津市農林水産業者物価高騰対策支援金の概要①

目 的

対象者

長引く物価高騰の影響を受け、農業生産資材費・林業資材費・
漁業資材費が上昇しており、その影響を受けている市内の農林
水産業者へ、コスト上昇分の負担を軽減し、事業継続を支援する
ことで、経営基盤の安定を図る

① 対象経費の１年間の合計金額が１万円以上
② 市税の未納がない

①、②の条件を満たす市内の農業者 （個人事業主、法人、任意
の集落営農組織） 、林業・製材業を営む事業者及び漁業者

対象期間 個人事業主：令和７年１月１日から１２月３１日（確定申告等の対象期間）

法人：直近の決算書の事業年度期間



津市農林水産業者物価高騰対策支援金の概要②

交付額
対象経費の１年間の合計金額の１０分の１以内 （１,０００円未満切り捨て）

※上限１５万円

予算額：５,０８５万６千円 想定件数：１,６４５件

区 分 対 象 経 費 想定件数

農業
確定申告書や決算書等に計上されている種苗費、肥料費、飼料費、農薬衛生費、
諸材料費に相当する経費

農業生産資材（種もみ、肥料、飼料、農薬、諸材料など）の購入費用

１,５４９件

林業

確定申告書や決算書等に計上されている資材費（経常的に必要となるものに限る）に
相当する経費

伐採作業用資材（チェーンソー替刃、チェーンオイル、牽引用ワイヤーなど）、
除草作業用資材（刈払機の替刃など）、製材作業用資材（帯鋸、丸鋸など）、
一次加工用資材（釘など）の購入費用

２５件

漁業
確定申告書等に計上されている消耗品費（経常的に必要となるものに限る） に相当する経費

網類、ロープ類、漁船の維持・管理用資材（防蝕類、塗料類など）、出荷用資材
（荷揚げ用袋など）、漁業者作業用資材（カッパ、ゴム手袋など）の購入費用

７１件



対象経費の確認できる書類（例）

農業者の例
（青色申告書 農業所得用）

下記書類の 赤枠 が交付対象経費です。



申請受付期間・申請方法等

申請書類

受付期間 令和８年４月２日（木）～７月３１日（金） ※郵送の場合は、当日消印有効

申請書 （第１号様式） 誓約・同意書 （第２号様式）

申請(郵送)先

申請方法 窓口または郵送で提出

添付書類

③ 対象経費を確認できる書類の写し （以下のいずれか）

・青色申告書または確定申告書の収支内訳書
・市民税・県民税申告書の事業・農業・不動産所得計算表
・法人決算書

④ 申請者名義の通帳の写し （振込口座確認のため）

または、各総合支所地域振興課

※ 様式は、津市公式ウェブサイトでダウンロードしていただくか、申請窓口で配布しています。

〒514-8611
三重県津市西丸之内23番1号

農業 津市農林水産政策課
漁業 津市水産振興室

〒515-2603
三重県津市白山町川口892番地

林業 津市林業振興室

２

１

２１



問い合わせ

津市農林水産部
〒514-8611 津市西丸之内23番1号

【農業】 農林水産政策課
TEL 059-229-3172
FAX 059-229-3168

【漁業】 水産振興室
TEL 059-229-3175
FAX 059-229-3168

〒515-2603 津市白山町川口892番地
【林業】 林業振興室

TEL 059-262-7025
FAX 059-264-1000



令和８年４月２日

エリア拡大とポート、車両台数増加、
新料金体系の設定

シェアサイクルの利便性の向上を目指します
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◆令和７年１０月の
月平均回転率が
０.９５を記録し、
一日当たり１.０を
超える日が１０日
あるなど大幅に
利用が増加

◆全国的にライド数
の減少傾向がみ
られる冬季（１１月
～２月）も昨年春
を上回る回転率
（０.６前後）を記録

ライド数・回転率の推移 傾向

ライド数

エリアプラットフォームにおいて
大門・丸之内地区を中心に

実証実験を実施

津市において、津駅を中心として
エリアを拡大し、実証実験を実施

4/1～4/7
30分間無料
キャンペーン

0.1５

0.３５
0.３８

0.２４
0.１９

0.１７0.１８ 0.１８

0.４７

0.３９ 0.４２

0.５６ 0.５６

0.６８

回転率
（１日あたり１台のシェアサイクル
が何回利用されたかを表す）

０.９５

0.６６
0.６０

0.５０

順調に利用が増加

令和７年度のシェアサイクルの利用傾向

10/21～10/30
30分間無料
キャンペーン

0.６７



令和７年度の実証実験結果

利用状況等の分析

エリアの拡大やポート、台数の増加、継続的な運用、料金体系の
見直しにより、令和７年１０月の総ライド数は、令和６年１０月と
比較して約３．７倍に増加。また、他市においてもエリアの拡大と
台数の増加により、利用が増加した事例がある

啓発活動の実施

アンケートの実施（令和７年１１月１２日～２２日）

津駅を起点としたシェアサイクルが、
公共交通を補完する二次的交通手段となりうることを確認

①津駅前における安全啓発（4月1日）

②秋の高虎楽座に合わせた安全指導・試乗会（11月1日）

③三重短期大学における若者への利用促進（12月7日）

秋の高虎楽座に合わせた安全指導・試乗会（11/1）

令和７年度の移動状況

令和８年度も
継続的に実施

総回答数 １８２件

主な意見
• ポート数、台数を増やしてほしい。
• エリアを拡大してほしい。

約８０％が継続利用を希望



令和８年度からのシェアサイクル

令和８年度の取組目的

「津西エリア」や「三重大学エリア」、「津新町駅エリア」にも拡大し、既存エリアも含め
ポート数と車両台数を増加することで、津駅周辺の移動円滑化と回遊性向上による
利用率増加を図り、将来的な民間事業者主体によるシェアサイクルの運営に繋げる

令和７年度 令和８年度

ポート数 ４６箇所 約７０箇所（前年度比約２５箇所増）

車両
種別

電動自転車 ５５台 １００台（前年度比４５台増）

電動キックボード ２５台 ５０台（前年度比２５台増）
合計台数 ８０台 １５０台（前年度比７０台増）

ポート数と車両台数

令和８年４月１日（水）から令和９年３月３１日（水）まで

実験期間

１,５８４万円

※ ポート数・車両については、４月以降順次増加

財源：内閣府 地域未来交付金
Ｒ７補正採択額 １０７万７,０００円
Ｒ８要望額 ３１６万８,０００円

合計 ４２４万５,０００円

令和８年度事業費



令和８年度からのシェアサイクル②

利用料金

令和７年度 基本料金５０円＋１５円/１分 （税込）

またはサブスクプラン
月額９８０円のサブスクプランに加入すると
３０分２００円でライド可能に

アンケートでは、
「もっと安くしてほしい！」
といった意見もあり…

令和６年度 ２００円/１０分以降１５円/１分 （税込）

令和８年度 基本料金５０円＋１５円/１分 （税込）

実施エリア

※ エリアは、車両増加に合わせ、４月以降に拡大

ＮＥＷ !

１０分以上乗るなら
サブスクがお得



関係者と連携した利用促進・啓発の取組

乗り放題キャンペーンの実施

◼ 期間
令和８年４月１５日（水）～４月２２日（水）

◼ 対象モビリティ
電動キックボード、電動アシスト自転車

◼ 対象者
ＬＵＵＰアプリをご登録いただいている方
であればどなたでも利用可能

津駅前における安全啓発の実施

差し替え予定

令和８年春の交通安全運動のスタートに

合わせ、４月６日（午前８時３０分～９時
３０分）に三重県警察本部・津警察署・Ｌ

ＵＵＰと協力し、電動キックボード・電動ア
シスト自転車を安全にご利用いただける
よう、津駅前における安全啓発活動を実
施予定

令和７年度の安全啓発の取組の様子



問い合わせ

建設部建設政策課
建設政策・津駅周辺道路空間整備担当
〒514-8611 津市西丸之内23番1号

ＴＥＬ ：059-229-3194
ＦＡＸ ：059-229-3345

E‐Mail：229-3196@city.tsu.lg.jp


